






5.結語 

(1)大阪市および府下では,病院という施設で出産し,早期新生児期に病院で死亡する症例

が圧倒的に多いことがわかった。 

(2)これら新生児死亡例は,市内および府下の多数の病院に分散された形で死亡しており,

集中度が低くなっている。すなわち新生児医療の地域化が不充分である。 

(3)診療所出産児で,搬送されずに早期新生児期に死亡する症例が多くみられた。 

(4)新生児医療の大都市における地域化には以上の諸点を十分考慮して積極的に取りくむ

必要がある。 


